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論文内容の要旨
RNA合成に必要な DNA依存RNAポリメラーゼの性質及び新らしいタイプの RNAポリメラー
ゼ(ポリ A ポリメラーゼ)の生物学的な意義についての研究を行なったD
1. An experimental approach to prove state of DNA double helix utilized for RNA synｭ
thesisωω/11.0.. (仰山ωRNA 合成に使用される二重鎖DNAの状態を調べる為の実験)。
種々のポリアミンはDNAの smoll groove 上に bridge を形成して、その二重ラセン構造を安定化
することが知られている。これらのポリアミンが印刷/11.0. DNA依存RNA合成に及ぼす影響を調べ
た結果、ポリアミンが二重鎖DNAの smoll groove に bridge を形成してその二重ラセン構造を安定
化させ、このbridge形成がRNA鎖の成長速度を増大させることがわかった。
I. Triple stranded model for DNA dependent RNA polymerase action (D N A依存RNA
ポリメラーゼ反応において形成される三重鎖モデル)。
種々のポリアミンのDNA依存RNA合成に及ぼす影響から、鋳型DNAの二重ラセン構造は RN
Aの合成過程でほどけないで、 DNA-RNA三重鎖が形成されることが推測され、この三重鎖モデ
ルを提出した。
m. Poly A synthesizing activity in a constitutive component ， α ， of RNA polymerase (R N A 
ポリメラーゼの αサプユニットの有するポリ A合成活性について)。
RNAポリメラーゼは α， β， βF のサブユニットから構成されていることが知られている。これら
のサブユニットのうち α がポリ A合成活性を有することがわかった。
町. Isolation and characterization of poly A polymerase from cel debris of t. co.ﾜ (大腸菌
の不溶分画中に存在するポリ Aポリメラーゼの単離及びその性質について)。
大腸菌の不溶分画中に DNA依存RNAポリメラーゼとは別に、ポリ A合成を行なう酵素(ポリ A
- 14-
ポリメラーゼ)が存在することをみつけ、その単離を行ない性質を調べた結果、 RNAポリメラーゼ
の αサブユニットと同じ性質を有することがわかった。
論文の審査結果の要旨
生物細胞において遺伝形質発現の初期の段階を司どる m-RNA は DNA 依存性の RNA polymerase 
(RPase) によって作られる。この酵素は約10年前に発見され、その研究は種々の観点からよく研究
されて来たが、かなり重要と思われる問題が数多くなおざりにされている。大麻君はこの酵素をその
触媒作用の面から改めて眺め直し大別して 2 つの重要な性質について研究を行った。
第一はDNA依存性のこの酵素は二重鎖のDNA を必要とするのか一重鎖に分れたものを必要とす
るのかという点である。この性質の解明のため主としてアミノ基の間隔の推定できる直鎖状ジアミン
又はスペルミン等を用い RNA合成並びにDNA そのものに起こす変化を研究した。結果はDNA を
安定化するアミノ基の聞の最適距離と RNA合成(詳しくはエステル結合の合成速度)を最も促進す
る最適距離聞に密接な関係があることを証明した。次いで実験結果に基ずき DNAが二重鎖のままで
RNA を識別する三本鎖モデルを提出し、それについて詳細な検討を加えた。
第二に RPase とは別に細胞膜に附着した polyA-polymerase (PAPase) を発見しその詳細な性
質を調べた。この酵素は RPase の一つの構成成分として知られていた α成分で、あること、又この α
成分そのものが PAPase 活性を持つことを再構成の実験等から巧みに証明した。この発見は全く新し
いことであり、 RPase の酵素活性のうち触媒作用をもっ成分が α成分で、あることを指差すると共に、
その存在場所並びに燐酸 (1 mMという低濃度)という生物にとって重要な物質により強い阻害効果
がある事等から、今後この方面の研究を左右するような重大な発見であろうと思われる。
以上のように大麻君の業績は RPase の研究に大きな新しい知見を得たものとして理学博士の学位
論文として十二分の価値のあるものと判定される。
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